
ベン図ツール
参加者の経歴、専門知識、関心に基づき、共通テーマを中心にグループ編成をす
るための図

ベン図ツールとは？

参加者それぞれの専門性（経歴、 専門分野、 関心など）と、 関心のある共通テーマを図式化

して明確にするものです。 ベン図は重なり合う３つ以上の円で構成され、 各円はテーマを表

します。 参加者は各自の専門知識と関心に基づいて、 １つの円もしくは円が重なり合う領域

に割り当てられます。 ベン図ツールでは、 多様な人 が々集まったグループにおいて、 以下の

ことができます。

1） 参加者の専門知識の多様性と分布がわかる。

2） 共通するテーマを中心に参加者をグループ分けできる。

　

なぜ使うべきか？

知識の共創では、 経歴、 専門知識、 関心が個 に々異なる多様な参加者が集まります。 ベン

図を作成するとそれらが可視化され、 参加者が共通のテーマに対する互いの専門知識や関

心を意識できるようになります。その結果、参加者が自発的にサブグループに分かれることや、

モデレーターが透明性を持ってグループを編成することが可能になります。

いつ使うべきか？

共同プロジェクトの初回のワークショップで使うと、 互いを知り、 知識共創のためのテーマを

決定するのに役立ちます。

どのように実施するか？

1） モデレーターは参加者またはプロジェクトリーダーに相談して、どんなテーマをベン
図にまとめるかを明確にします（例：食と健康と環境）。

2） モデレーターはベン図を用意します。

3) モデレーターは、 参加者がグループに分かれる前（例：ミーティングやワークショップ
開始時）に、ベン図について参加者に説明します。 ベン図は大判の紙に印刷するか、
手書きします。 スクリーンに投影する方法もあります。どの方法にするかは、 参加
者のインプット（意見や情報）を（ミーティングやワークショップの最中に）ベン図にまと
めやすいかに留意して決めます。

4） モデレーターのサポートを受けながら、 参加者は一人ずつ自分を表す画像か付箋を
ベン図に貼っていきます。 そして一人ずつ手短に自分の経歴を紹介し、 ベン図のど
の領域になぜ関心があるのか説明します。



5） 全員の画像か付箋がベン図に配置されたら、モデレーターは、 ベン図を参考にしな
がら知識共創の共有テーマとグループ分けについての提案を参加者に促します。
チームの多様性（例：ジェンダー、 人種、 年齢、 専門分野など）が要求されるとか、
ほかにチームの構成基準がある場合、 それに応じた変更案を参加者に求めます。
このグループ分けの変更は画像や付箋を移動させるか、ベン図に直接印を付けてい
きます。

ベン図の例

考え方の相違をどう埋めるのか？

ベン図ツールを使うと、モデレーターと参加者は考え方の違いをはっきり認識することができ

ます。その違いは、 参加者がテーマの「全景」に自分を置き、どの専門知識に貢献できるか

を説明するときに現れます。さらに、 物理的に関心の重なりや共通点を可視化することで、

参加者が共有している関心を見つけだすことも可能です。

アウトプット・アウトカム*は何か？

第一のアウトカムは、 一連の共通テーマが決まり、 知識共創に向けてテーマをさらに整理す

るために有益な参加者グループが編成されることです。 第二のアウトカムは、 参加者全員の

異なる経歴、 専門知識、 関心をより意識するようになることです。 違いを比較し、 重なり合

う領域があることを確認できます。

【訳注】

*「アウトプット」：短期的に得られる、 活動の結果。「アウトカム」：中期的に得られる、 活動の成果。 　　　
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誰がどんな役割を担うのか？

プロセスをサポートするモデレーターがいると良いでしょう。 ただし、 付箋等の配置やグルー

プ分け等は参加者が中心となって行います。

何を準備すべきか？

付箋、 大判の紙に印刷したベン図、マーカーペン。あるいはノートPCとプロジェクター。

やらないほうがいい場合

ベン図ツールは中規模グループ（10～30人）向けのため、 小人数や大人数のグループには

適していません。




